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　　　むかし　子どもだった　こころやさしいあなたに
　　　

[image: image1][image: image2.png]



注意　　　　　　　　　

　この本は、画面表示を大きくしてください。

　でないと、かなり読みづらいです。
ズーム（およそ９０～１００％）して全画面表示でご覧ください。

　　　　IEの場合

　　　　　　　　　表示→ズーム

　　　　　　　　　ツール→全画面

                      

　　　　　　　　　　　　　　(一）

　田の稲刈りもあらかた終わった秋の週日、わたしは小さな田舎町の、一面に広がる田の中にいました。ここのところ晴天続きで、切り株だけを残した田んぼもよく乾いています。その中に盛り土ていどの小山があります。一番高い所で、周囲より二メートルほど高い小山です。ここに来たのは、その調査のためでした。といっても、わたしは考古学Ａ研究室のマスター一年女子ですので、使い走りに過ぎません。同行者は、指導教官と仲間三人です。
・地元の伝承によると、四世紀ころの古墳ではないかといわれていて、「兎塚」と呼ばれています。この辺り一帯の田畑や丘から、古くから石族や土器・銅器などが多く出土していて、郷土史家などによると、そうとう大きな集落が、あったのではないか、と言われてきました。なにも観光資源の無い町では、本格的に発掘して、できれば観光客誘致につなげたいという欲望がミエミエの依頼です。今回の調査は、下調べに過ぎません。小山が、彼らの望んでいるように古墳なのか、その可能性がありそうなのか、先ずは文献・遺物に当たってみようということです。本音を言えば、教官はじめとして誰も期待もしていなければ、真剣に検証しようという気もありません。町長はじめ観光課長らの熱心さに根負けして出かけてきた、という事です。車二台で到着した私たちを町役場で待っていたのは、小学生の鼓笛隊、役場の職員総出の拍手、ケーブルＴＶのインタビュー、きわめつけは

「歓　Ｐ大考古学Ａ研究室様　迎」

 の大きな垂れ幕です。私たちは、まず唖然とし、十秒後には恥ずかしさで汗が吹き出てきました。シャンデリア輝く町長室の、豪華なソファーを薦められたときには、「帰りたい！」とだけ思っていました。フィールドワークもあるかもしれないと、一番使い込んだジーンズにホームレスのようなスニーカーで、王朝の貴賓室でダージリン紅茶をいただいても、「帰りたい」を通り越し「死にたい！！」だけ。
・でも、それで終わりませんでした。夜は町で用意してくれた老舗旅館で、町長、助役、教育長、観光課長、商店連合会長、そして何故か寺の住職、消防署長が次々にアイサツに立ち、全員（私まで）「○○先生」呼ばわりで、ようやく宴会が始まった時には、もうヘトヘトでした。おまけに絶え間なく酒をつぎに廻ってきます。近くにコンビニがあれば、菓子パンで済ませ、さっさと寝てしまったところですが、コンビニなど当然ありません。「悪夢だ～」
・隣の一年先輩に、「疲れて頭が重いから」と部屋へ下がる事を告げ、とうとう逃げ出しました。フロントを通ったとき外から吹き込む風が心地よく、月も出ているようです。旅館の履物をつっかけ外の空気を吸ったときには、少し蘇生した気分でした。そして、なんとなくぶらついていると、昼間見た小山がすぐ近いことが分かり、月の明るさに誘われてつい足を向けてしまいました。当然、未熟者の私にわかるはずもないのですが、月影に映えるきれいな曲線のシルエットを見ていると、自然物ではなく、人工の線だと感じました。小さいけれど、やはり古墳かもしれない　--- そう思い始めていました。
・「遺跡・遺物の調査には、はるかな先人に敬意をもって当たれ」教官の言葉を思い出し、私は小山に手を合わせ（ここはやっぱ神式かな？）、一礼して小山に登ってみました。もし、古墳であるなら、言うまでも無く「墓」であり、今も下に古人が眠っているかもしれません。「おじゃまいたします」
・小さくても、やはりテッペンはテッペンです。見える景色が鳥瞰ぽくなり、ずいぶん見晴らしがよくなった気分でした。腰を下ろして、この下に石の玄室があるのか、石棺もあるのか、盗掘されてないか---いつの間にか妄想が膨らんでいきます。どのくらいそうしていたか、わかりませんが、一陣の風が吹いた気がしました。そして、「お晩です」と声をかけられ、予期していなかったので、かなりびっくりしました。やや斜め後ろに白っぽい人影があります。
・--- ごめん。おどろかせたようだね。
・優しい声の、かなりの年配の男性が杖をついて登ってきたようです。私は、ちょっと安心しました。
・・「こ--、こんばんは」
・--- おどろかせたなら、ごめんなさいよ。
・・「いえ--ちょっとだけ」
・それから、老人は
・--- やれやれ、どっこいしょ。
・と、少し離れて腰を下ろします。
・--- 月が明るいんで、ついフラフラ出てきたんじゃよ。年寄りの、運動を兼ねた散歩でね。あんたさん、遠くから来たんかね？
・気さくな性格らしく、にこやかに話しかけてきました。
・・「ええ、昼に初めて来ました」
・--- ほう、もしかするとあの考古学ナンタラカンタラの人かな？
・・「はい。それで来ました。おじさん（本当は、おじいさんって言いそうになったんだけど、気を使いました）、ここの人ですか？」
・--- ああ、すぐ近くじゃ。
・・「ここ、兎塚って言うんですか？」
・--- うん。人によっては狸塚が正しいと言う者もあるな。
・わたしは、つい吹いてしまいました。
・・「ウサギとタヌキですか。むかし話しの世界ですねー」
・ハハハ、老人は大きな声で笑いました。
・--- おかしいやろ。けどな、それなりのワケがあるんじゃな。
・このあたりから、私の古墳説は消えていきました。どうも、よくありがちなただの昔話しのようです。
・・「失礼ですが、お歳は----？」
・--- なんの、失礼なことなんぞない。歳か --- 永いこと考えたことないな。百までは数えとった覚えがあるが　--- それから、何年経ったものやら　-- けどな、むかしの事はよく覚えとるぞ。
・こりゃ、ダメだ、痴呆が入ってる、と思いました。
・--- むかし話しを聞きたいかな？
・正直どうでもいい気分でした。黙っていると、
・--- そうそう、あんたお腹はすいとらんか？これ、カメばあさんの店あけさせて、今買ってきたばかりじゃ。よかったら、食べなさい。
・と、レジ袋を差し出しました。< こんどは、カメか >私は、なんとなく手を出し受け取りました。開いてみると、菓子パン四五個とお茶のボトルが入っています。
・--- 食べるがいいよ。
・夕食を食べ損ねた私は、つい、
・・「いただきます」
・と、ひとつ袋を明けていました。そして、
・・「どんなむかし話しがあるんですか？」
・うっかり言ってしまったのです。もちろん、軽い気持ちで。でも、それが、永い話しの始まりでした。
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
　ずーっとずーっとむかし　人びとはシカやウサギをとったり ドングリ、トチノミなどをたべて　しあわせに　くらしておったんやと。あるとき　西のほうから　族という新しい人たちが　集団でやってきた。なんでも　西のほうでは　ムラとムラがけんかすることが多くなってな　住みにくくなったんやと。もともとここにいた人たちは　陽あたりのいい高台に　集落を作っていたんでな　新しい人たちが　低い所に住み着いても　気にすることもなかった。それに　山の人が知らない　あたらしい道具のつくり方などを　教えてくれたり　おたがいに　持っていない物を交換したり　なか良く　やっていけた。
　山の人たちから見ると　あたらしい人たちは　顔形もかなりちがっていてな　とくに　耳が長く見えたので　「ナガミミ」とよび　また　あたらしい人たちは　山の人が　岩穴のようなところに住んでいるので　「」とよんだ。そして　ナガミミたちは　平地をならし　イネというものを　そだてはじめたんや。ムジナは　山を焼いてやの畑は作っておったが　ナガミミのやりかたは　ぜんぜん違った。土地を拡げて　水を引き　を作って　イネを撒くんじゃ。
　じたいが少しづつかわり始めたのは　春がいくたび　かか　めぐってきたころからか　はっきりはせんが　たがいにすこしづつ距離をおくようになってきたんじゃ。ん？　なぜかって？　それはむつかしいんじゃが　いくつかかんがえられる。まず　ナガミミ族はイネを作ることで　冬でも　なんとか食べていくことができた。それにくらべ　ムジナ族は　満ちた月が欠けまた満ちるまで　獲物がとれない時期がつづくことさえあった。そんなとき　ナガミミが米をわけて助けたのも　一度や二度ではない。そんなことをくり返すうち　ナガミミはだんだん人がふえて　集落もおおきくなり　反対にムジナの集落はさびれていったんじゃ。もちろん　ムジナの中にも　ならい覚えて　イネ作りを始めるものも出てきた。けど　山では広い土地もないうえ　陽あたりがじゅうぶんではない。なかなか　ナガミミのようにはいかなんだ。やっかみもあって　ナガミミに対して　ムジナに不満がめばえたのかもしれんな。
　そして　決定的な事件がおきた。はるか西に　というがおさめる　大きな国がある。オオキミは　子のを　周囲のクニに遣わし　逆らえば　イクサで平定して　勢力を広げている。そして　とうとう　ナガミミのに　呼び出しの使者が来た。拒みようもなく　オサヒトはのへ　出かけとったんじゃが　ひと月後にたくさんの賜りものをたづさえ　かえってきた。 
　「

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps20 \o \ad(\s \up 19(宿禰),スクネ)のをたまわりて　の称号をえたり」
　と　それは大変なよろこびようじゃ。さらに　オオキミから近隣のムラを統治して　クニを作ることを命ぜられたという。 
　「なれば　　のたり」
　くわしく聞くと　ムラムラを統治し　しっかり税をとれるようになったら　・にも格上げされ　にしてやろう　ということらしい。それはオサヒトにとっても　歓迎する提案だった。と言うのは　ナガミミのにあるクニが　ナガミミ・ムジナの一帯を併合しようと　狙っているからだ。オオキミの支配下となれば　うかつに手は出せない。
　すぐに　を催すこととなり　近隣のムラムラのオサヒトへ招待の使いがおもむいた。正使には　ウノスクネの娘のが　指名された。ヒメは　十五歳で　ユリの花のように麗しいが　髪はに結い　を着し　いつも弓矢を背負って　そのものの　為りをしている。警護には　の・で武装した　若者たちだ。キジヒコがをひきいた。とうぜん　ムジナの集落にも出むいた。まだ文字というものが　なかったんでな　ヒメはに口頭で参加を依頼した。
　ヒメがもっとちいさかったころは　このムラにもよく遊びにきていたし　ムジナの子どもたちも　ナガミミのムラで　いっしょに遊んでいた。スクネのことばを伝える役がおわると　「オサヒトよ　タヌキは？」ときいた。タヌキというのは　小さいとき　山や川をいっしょに駆けまわった幼なじみだ。「は　狩も上達し　すっかりいい若者になって　を見習ってを作っている」とオサは教え　タヌキを連れてくるように　近くの者に命じた。タヌキというのは　ほんとうの名ではない。弓を射るとき 指を保護するために　革の被いをはめるんじゃが　それがじゃ。それには　山に穴をほって棲む　あの足の短い　イヌのような獣の皮が　一番で　やつのカゾが　それをとるでな。で　いうともなく　一家をとよぶようになった。ただし　ムジナが使うわけではない。西のほうから　年二回ほどやって来る　皮が　ほしがるのだ。が　使うらしい。
　「　ウサクか！？」戸口をふり返ると　髪をうしろにたばねた偉丈夫が　突っ立っている。小さいときから　子どもたちはウノハナサクヤヒメを　ウサクとよんでいた。「タヌキ！　ずいぶん　くなって！」と　ウサクは眼をみはった。「そは　が申しようなり。　こそ　たけきの如し」たがいに笑った。タヌキは　十七歳。顔や腕はで埋められ　すっかり山の猟師だ。ウサクがそれを褒めると「おおよ。　山にはいろんながおるでな」　自慢気に腕を叩いてみせる。それから　タヌキがの頭突きで跳ね飛ばされ気を失ったこと、　ウサクが　川に流されおぼれたこと、などなど　ふたりは　むかしばなしで笑いあった。タヌキは　肩を脱ぐと背を見せた。肩から背にかけ　おおきな傷痕がある。シシに突かれ　できた傷だ。それを見せ　豪快に笑う。周りを囲んだムジナたちも　話しに加わって　集会のは　にぎやかになった。ただ、キジヒコだけは 輪にはいる気になれず　離れたところから　無言で見守っていた。
　満ちていた月も日ごとに細り　傷跡のようになって　天から姿を消した。そのは　じゃ。ウノスクネはを神に奏上する日を　月が復活する日とした。陽が　天の高みに登るころには　広場はムラから集まったオサや従者で溢れた。広場は丘に続き　その小高い場所に　真新しいが　白木に映えている。その脇には　大小ののような形のものが　いくつか吊り下げられているのが　目をひいた。「なんじゃ、あれは？」「ツボみたいやな----」「ツボなもんか。反対にぶらさがっとるやないか」「それにしても　美しいもんじゃのー！」　それは遠目にも光り輝いて　集まった者たちは　ただただ畏敬の念で見つめた。さらに　道の両脇には　かのようなものを捧げた　皮の鎧の兵たちが　並んでいる。それらも　陽をうけて　やはり光り輝いている。
　やがて　ウノスクネがとに先導されて　カミヤシロへの道を進んだ。スクネは　白い布でくるんだ物を　だいじに抱えている。ヤシロの正面まで来ると　ネギが両の手を　ぱーん　ぱーん　と打ち鳴らし　三人は　地にはいつくばるようにひれ伏した。すると　どこからか　それまでに聴いたことのない　高く澄んだ音が響き亘った。音は　ゆっくり　高く低く　まるで　天から降ってくるかのように　群集の上を流れた。「これは、なんのだ？」　一人が隣へ囁く。「はじめて聴く声じゃ、この世のもんじゃねえ」「天か？、天のトリの声か？」「そうかもしれん。でなきゃ　天女の歌声か」　音は金色のツボから出ていた。若いナガミミは　オオキミの国で倣いおぼえてきたとおりに　まちがいなく演奏するため　緊張で顔がひきつっていた。「天女の歌」が終わると　ネギとスクネは　立ち上がった。スクネは　集まったオサたちを　振り返る。ネギがスクネの白布を　取りさると---- 
・「　ス！」
・スクネは　大声で宣言して　両手で支えた物を　頭上高く掲げた。その時　奇跡がおきたんじゃ。スクネの頭上に　もうひとつの太陽が現れ　オサたちを照らした。　強烈な光に目を射抜かれたオサたちは　「おおおお--」　みな後づさりをした。さらにオサたちの上に　ツボ、タイコ、ツヅミの激しい乱打が　カミナリのように襲いかかる。みな　ただ口を開け　目をいっぱいに見開いているだけだ。
・やがてスクネは　ゆっくりとヤシロに向き直った。光は　オサたちを嘗め回すように移動し　それまで見えなかったヤシロの内が　昼間のように明るくなった。ヤシロの奥に太陽が輝いている。見守る者たちの何人かは　天の陽と　ヤシロの陽を交互に見比べた。「陽のカミがふたつじゃ--」
・おー
・たれも言葉はなかった。ただ　叫び　うなった。スクネは　そのままヤシロに入ると　奥のに　手にしていたを取り付けた。
・扉を閉じて　再びネギとスクネは　ひれ伏す。ネギが歌うように　長いをあげて　イワイノノリコトは終わった。

--あとから　ふり返ると　これが　ふたつの族の　決定的な別れの日となったんじゃ。


・・・・・・・・・・（二）

が死んだ。ナガミミのオウナが 山の畑で倒れているのを　見回りにいったキジヒコが見つけ　に伝えた。オウナの白髪は　真っ赤な血糊で固まっていた。駆けつけたムラヒトたちは　すぐにを　へ運んだ。畑の端に石捨て場がある。畑を作るときに　ムラ中総出で石を拾い整地した。そのときできた石の小山だ。オウナはそこに倒れていて　脇の石に　血のあとがあったという。だれが言うともなく　噂が広まっていった----やったのは　ムジナのやつらにちがいない。きっと　イモを盗むところを見つかって　やってしまったのだ　と。前から　イモが盗まれていた。小屋をもうけ　若者たちが　当番で見張っているのだが　それでもときどきやられる。キジヒコは　異常がないか　見回りに行ったのだと言う。ウサクは泣きはらした目でキジヒコを見つめる。「やさしきオウナだった。　なぜだ--」「ムジナよ。ムジナにきまってる」「----だが　自分でころんだかもしれない--」「イモだって　盗られてる。見つかったので　殺してしまった」「は　そうとは思えない」「なぜだ？」キジヒコの口調がきつくなる。「ムジナが　盗みをするか？　かく云うヒトたちにあらずは　キジヒコも知るはず」「----」「盗ったは　か　皮のケモノではないか？」「シシで無いこと　いない。掘り方が顕かに異なる。ヒトのなすわざだ」「もし　ムジナならば　これまで　それらしきヒトを　ひとたびならず見かけたとかあってもよい。見かけたか？」「なにゆえに　そんなに　ムジナをかばう？」「かばうにあらず。　腑に落ちないのだ。　思い起こすべし。盗られたのは　いつもネズミ番のなき時だ。おかしくないか？わがの企て先に知りたる如し。なぜだ？」「知らず。スクネに物申して　お指図をまつしかない」
・ササオウナは　甕棺に納められ　山腹に掘った　小さな横穴に　ほうむられたんじゃが、その晩　いつものとおり　には　若者たちが集まった。そこは　田のネズミ番をする小屋だが　若者たちの集会所に　使われている。ムラのたちの噂をしたり　唄ったり　新たに見聞きした事を　伝え合ったりする　一日で一番たのしい時間じゃ。ところが　この晩は　ようすがちがっていた。何人かは　顔を紅潮させ　口から火を噴きそうな勢いでまくしたてている。「やるぞ！オレはやる！このまま黙っておられるか！！」ヒキマロ（蟇麻呂）が叫んで　やおら立ち上がった。すると　「そうだ！仕返しだ」「オレも！」と数人が　後へ続く。
・「だがな--」と　キジヒコ。「スクネは　軽はずみな行動はならんと、申された。命にそむく者は　石撃ちの刑だともな」「このまま黙って　何もしないでいるのか！　イモを盗られ　オウナを殺されたというのに！」ヒキマロは　キジヒコを睨み付ける。「も言っている　がないと。それに　スクナは　今が大事なときなのだ。近隣のムラムラを　一つにまとめなくては　ならん。この秋には　オオキミへの貢の米や毛皮・翡翠などを　ムラから差し出してもらわなければ　ならんのだ。もめごとが起これば　それは叶わない。今　揉めるべきでは　ないのだ」ヒキマロなど　立ち上がった者たちは　むすっと座った。「じゃ　どうすればいいんだ！？」「とのネズミ番を　増やすことを　スクネに申した。今は　それくらいしかない」「バカな。見張りをふやしたくらいで　なんとなる」「見張りが増えたことを知れば　易くは手をだせない。更に　秋の刈り入れ前に　イネに火をかけられたら　なんとする。今は　堅く守るべし」

・そのころ　ムジナの集会所も　怒声が響き　渦巻いていた。「オサヒトよ　それでよしとしたのか！？」タヌキが立ち上がり　オサを睨んで詰問する。オサは　先日のイワイノノリコトの様子を　みなに語って聞かせ　その後に催された　で　ナガミミのスクネから　にを立てるように求められた　ことを話した。

・一　を唯一の最高神として祭ること
・一　この秋　の時までにを収めること

・主要なのは　その二点だ。「バカな事を言うな！　カミは　ヒトの決めるものではない。陽と月が天のカミには　違いない。が　オオカミ・クマは山のカミ　は　川のカミだ。森には森のカミがあり　にはヌマのカミ　畑にはアワのカミがいる。そは　ナガミミの決める事に　あらず！」すぐに立ち上がった者が　怒りをこめて叫んだ。「らには　マニのカミがある！」別の声が叫び、祭壇を指す。そこには　とおい昔から伝わる　黒光りした土製のカミが　吊り上った目で　みなを　睨んでいる。「そうだ！　マニこそ第一のカミだ」ツドイヤの中に　同調する雄叫びが　がんがん反響した。タヌキが　立ち上がった。「の品とは　なんぞ？　らに　米はない」「革なり。クマ五枚、オオカミ五枚、シカ、キツネ、シシ　それぞれ弐十枚・・・」オサは答える。「くわえて　とを」オサの表情も　にがりきっている。「だと！」タヌキが　叫ぶ。
・「オサヒトよ　それで　よしとしたのか！？」タヌキは　オサを睨みつける。オサは「　き事なり。　聞かず」と　答えてきたと言う。全員の口から「おー」と　安堵の声が漏れる。「だが--」と　モズが立つ。「それで　済むのか？　みつづけることが　できるのか？」しばらく　沈黙が被った。タヌキが　ゆっくり　全員を見回す。「は　弓を引く時に使う。が、ふだんの狩で使う者は　無い。入り用なのは　で　が　つぎつぎと　矢を放つときだ。なぜもいる？　スクネは　ツワモノを増やそうと　しているからだ」モズは大きく肯く。「そうだ。めば　やがて　ツワモノが　押し寄せて来る」「戦えばよい！　負けるとは思えない！」と　怒鳴った者があり　あちこちから　「そうだ！」「皆殺しだ！」怒りの声が　ごうごうと反響した。
・興奮の渦は　しばらく　収まらなかった。オサは　黙って　静まるのを待っていたが、やがて立ち上がった。そして　が披露した　新しいについて　話した。西のオオキミのツワモノたちは　いままでになかった　ツルギを使っている。その一振りを　スクネは贈られた。初めて目にした　のツルギで　革のを突いてみせた。ヨロイは　の葉のように 簡単に切り裂かれた。さらに　のツルギと　打ち合わせると　アオカネのツルギは　一撃でのように曲がった--という。「すに----」と　オサの話しは続く。スクネは　クロカネで武装したツワモノを　どんどん増やし　その力で　ムラムラを支配することを　企てているに違いない。そして　それに対抗するだけの力を　持っているムラはない。唯一の手段は　ヤマのムラムラが力を合わせる事だ　と。
・みなが　無言で聞いていた。しばらくして　炉の火が　ひときわ大きくはぜた。それが　合図であったかのように「タヌキよ　のつとめ（勤）なり」と　オサは指名した。まずは　近隣五つのムラを廻り　団結の呼びかけをして来いと　命じた。
・翌朝　さっそくに　タヌキは出発したんじゃ。まずは　三山越えた隣の　のムラに向かった。このムラは　深い谷に沿って　わずか十戸ばかりが　ヒスイを採り加工している。尋ねてみると　やはり貢に困り　怒っていた。ムジナの提案に　身を乗り出して　乗ってきた。タヌキは　急いで　三日で　五つのムラをまわり　帰ってきた。どのムラも　状況は　似たり寄ったりで　喜んで承諾した。そして　それぞれが　さらに近隣のムラをも誘う　という事で　わずかの間に　ヤマのムラムラは　結束した　ということじゃ。


・・・・・・・・・・・（三）

・は　急いで身支度をすると　裸馬に飛び乗った。今朝は　の鳴かぬうちに　起こされた。の番が　山で火の手があがっているのを　見つけたのだ。ムジナの集落のあたりだ　という。「いま　行ってはならん」「危険だ」周りの者たちは　引きとめたが、ウサクは「いまだから　行かねばならぬ」と　闇の中　一人で飛び出した。少し遅れて　キジヒコが　二人のと　後を追う。
・ウサクが着いたときには　火事は　収まっていた。ムラの端の二戸が焼け落ち　掘っ立て柱だけが燻って　白い煙を上げている。ウサクは　素早く状況を確認すると　ムラヒトでごった返している　へ向かった。
・「けが人は　ないか！」五六人が　部屋の中央に転がっている。小さな子どもも　苦痛の声をあげ　周りの者が　励ましの声をかけ　おろおろしている。ウサクは「け！　よいてくれ！」と　人垣をこじて　苦痛にうなされる者に　近寄った。みな　それぞれにを　負っている。ウサクは　背にした皮袋を下ろすと　中から小さな甕と　布袋を取り出した。「鉢はあらずや！　で　持ち！」土器の鉢に　土色の粉を入れ　甕の水を注ぎ込む。「さ、　これを混ぜ　捏ねるべし！　け！」鉢の周囲にいた者は　一瞬「うっ」と顔をそらし　息を止めた。いままでに嗅いだことのない　強烈な匂いが　鼻をついた。が、ウサクの勢いに押され　一人が手で捏ね始めた。匂いはじょじょに　部屋に広がり　誰しもが「なにが　はじまる？」という好奇心と「まかせて　大丈夫か？」という猜疑心で　見守っている。できぐあいを確かめたウサクは　「これでよい」と　異臭を放つ団子で　ヤケドを覆ってくるむよう　指示した。つぎつぎと手が伸びて　言われたとおり　けが人に塗り始め　ウサクは の葉をあて布を巻いていく。
・「これで　だいじょうぶだ」ようやく　ウサクは一息ついた。腕に布を巻かれた子どもに　「どうだ？　まだ痛むか？」と　訊いた。「いたい。いたいけど　冷たくて　はんぶんぐらい　減ったきがする」他の怪我人たちも　同じように　随分楽になったようだと　口々に言う。「ウサク　それは　何ぞ？」タヌキが割り込んできた。「タヌキ　は　大事ないのか？」「は　事な（莫）し」ウサクが　タヌキの腕をみる。肩から二の腕が　赤くただれている。「なにが　な（莫）しなものか。焼けてるではないか」ウサクは　タヌキの腕を捕まえ　団子を塗り始める。「臭い。これは何ぞ？」粉は米のヌカで　それを米で作るというもので　練るのだと　ウサクは布を巻きながら　教えた。乾いたら張り替える事を　日に何度も繰り返す。七日も経つと　皮が黒くなって　自然にはがれて来る。それまでは　決していじったり　掻いたりしてはいけない。ヤケドには　一番よいやり方で　ウソのように　きれいに治る　とウサクは　話した。
・によって　悪魔払いが始まり　ウサクとタヌキは　外へ出た。「だが　がなくて　よかった」火事の現場に向かいながら　ウサクが言った。火事にあったのは　アカグモとムグリの家だ。「ああ　だが　気にかかる」とタヌキ。「なんぞ？」「アカグモ　ムグリの言うに　時なく　ともに燃え上がったという--　それに----」タヌキの声は重い。「それに？-- 」「どちの家も　外から燃えている」「外から？　炉の火が　なぞに　移ったのでは無く　か？」「そうだ　叫び声で　アレもすぐ起きた。飛び出すと　どちも　家のが　燃え上がってた」「では　か　外から　火をかけし--か？」タヌキは　それには答えなかった。キジヒコは　少し離れ 警戒の目配りをして　二人について行く。すっかり　夜は明けた。山には　トリの声が亘り　さわやかな青空に　白い煙がふた筋昇って行く。「見れ。の柱がよく燃えている。の柱は　さにあらず」タヌキの言うとおり　どちらの家も裏側が激しく燃えたようだ。「？----　！」火事場を見ていたウサクに　疑念が生じた。まさか　がが　火をつけた？　ササオウナが死んだとき　わかものたちの興奮は　尋常ではなかった。ありえないと　断定することは　ウサクにもできない。
・ウサクは　その日から　毎日ムジナの集落へ　通った。毎朝　キジヒコに　「来なくても　よい」と　言ったが　は　ツルギを背に　つかず離れず　付いてきた。けが人たちは　日に日に　回復し　子どもなどは　翌日から　走り回って　遊んでいる。一番重症を負ったのは　アカグモのだった。ヌカを貼り替えていると　ツマは「ありがきこと　なりや」と　命拾いをした礼を　くりかした後　みなが忙しくしているのに　自分ばかり　遊んでは　いられないと言う。「ことな　申しそ」ウサクは　叱った。まだ当分動いては　ならぬ　と。ツマは　のんびりしていられない状況を　説明した。きのう　二つ先の尾根筋を　シカのムレが通ったので　タヌキたち十人が　後を追っている。ほかの男たちは　ヤマで　サクを作る仕事に　出ている。みな　いそがしいのだ　と言う。
・「サクとは？」ウサクは問う。オサの命令で　昔先祖が住んでいた　ヤマの大きなの一帯を　サク（柵）で囲うことになった。ヤマを　取り囲むサクは　たいへん長い。さらに　オンナたちで動ける者は　下の川原で　小石を拾って　運び上げ、　子どもたちは　ひろいなど　できることを　やるのだと。「それ故か--」と　ウサクは　納得した。火事の後　ムラがいつも　静まりかえっている。日中　ムラに居るのは　老人と幼な子と　病人だけだ。あまりの静けさに　不思議な気がしていた。そんな事が　進んでいるのか--。そして　ツマは　それにしても　たれが　なぜ自分の家を焼き　こんな辛いめに　あわせるのかと　恨み言を言った。の卜占で　悪霊はナガミミだと出たことは　言わなかった。
・「キジヒコ　よも アがならずや？」ムラへの帰途　二人共にずっと黙り込んでいたが　突然　ウサクが鋭く問う。「！ -- ？」キジヒコは　面食らって　ウサクを凝視する。彼の戸惑いを無視して　ウサクは繰り返す。前から　気になっているのだが　ムジナの家に　火をつけたのは　まさか　我らの仲間では　ないだろうな？　何か知らぬか　と。キジヒコの表情が　険しくなった。「知らず。ありうべからず」彼は　断定した。が　ウサクは　キジヒコの　視線がせわしく　変わるのを見た。「かへ（反）りて　サクこそならずや？」キジヒコは　慌てて　話題を変えた。「ふた（両）つ共に　なり」ウサクは　きっぱり言い切ると　歩を早めた。
・は　ウサクたちの帰りを待っていた。二人を呼び入れた部屋には　もいた。相談中だったらしい。ムラの多くの者たちは　ウサクが　ムジナのムラへ行くことに　反対していた。第一には　直接的に危険であり　第二に　いまでは仇となった者を　助ける要はない。さらに　人質に捕らわれることも　おおいにありうる。もちろん　スクネは　その危険性は　考えている。だが ムラムラを纏め　ミツギを収めてもらうには　ツワモノも入り用だが　相手が耳を貸す　のほうが　重要だ。幸い　ウサクは　小さいころから　ムジナたちと親交が深く　信用されている。さらに　怪我人の手当てで　恩をうっておくのは　得策だと　ウサクの行動を　黙認している。
・ムジナの様子を　スクネに問われ　ウサクは見聞きしたことを　報告した。「サクとな？」と　スクネは眉を寄せる。「くわえて　あまたの石を　運びあげている」　キジヒコが　付け足す。「イクサの　そな（備）えらし」と　オオオサヒトが　結論を下した。ミツギを取り立てることに　困難が伴うことは　予想していた。今日までに　二三のムラから　ミツギの減免　あるいは　拒否の申し出が　きている。そのうえ　ヤマのムラムラが　手を組み　結束が進んでいる　という噂を聞いたばかりだ。

・そこへ　この事態じゃ----ヤマに立て篭もられると　手の打ちようがない。ヤマでのイクサは　圧倒的に　ムジナに有利なのは　考えるまでもない。スクネとオオオサヒトが　腕を組み　唸って　考え込んだのも　無理の無いことじゃ。

・・・・・・・・・・                       登場人物一覧
・・・・・・・・・（四）
・「これを　取るべし」タヌキは　首飾りをはずした。タヌキが　自分で捕らえた　クマやオオカミの牙が　美しい石と共に連なっている　自慢の飾りだ。そこから　タヌキは一つを　はずすと　ウサクへ差し出した。けが人のほとんどは　ウサクが言ってたとおり　皮膚が真っ黒になり　風に飛ばされる木の葉のように　剥がれていった。あとは　タヌキとアカグモのツマだけだ。手当てをしているとき　タヌキが小声で囁いた----キジヒコを　外へ出してくれ と。布を巻き終わると　ウサクは　キジヒコに甕を渡し　水を汲んでくるように　言いつけた。
・おおいに世話になったと　タヌキは　はずしたものを　ウサクに押し付ける。「これは　何ぞ？」手にとって見ると　小ぶりなだ。今回は　ムラの者を助けてくれて　ありがたし　礼に取ってくれ　と言う。そのは　ヒスイのムラがクマに襲われたとき　タヌキが退治して　礼にもらった物だ。ウサクは　貰わないと　突き返す。タヌキも　押し返す。「しこう（而）して ----」と　タヌキはつづける。「ふたたび　来るべきに　あらず」ウサクは　瞬きを忘れて　タヌキを見つめる。タヌキは　静かに言った----知ってのとおり　ムジナとナガミミは　険悪な状態になりつつある。正直に言うと　ウサクが　ムラへ　出入りしている事も　ムジナの中には　快く思っていない者もいる。これ以上は　危険だ。自分も　ずっと付いていてやる訳にも　いかない。この先　どうなるかは　分からないが　会えるのは　これで最後かもしれない。だから　これは　どうしても　取っておいてほしい。ウサクは　手の中のヒスイを見つめる。マガタマは　が乗り移るといわれている。その光りが　ウサクには　タヌキのこころに見えた。
・そして　タヌキは　話しを変えた。オオキミのが　三日の処まで　迫ってきている。ヤマの経路で三日だから　平地なら　十日余りだ。ムジナたちヤマの者は　ナガミミのように平地の道は　使わない。ヤマの尾根筋を行くのが　ふつうだ。方向が分かりやすく　距離を短縮できる。平地を行くのは　まどろこしくてかなわない。尾根筋で一日の所を　平地では　三日五日とかかる。おまけに　尾根のほうが　断然歩きやすい。したがって　情報も平地より　早く伝わる。ウサクも　そのことは　知っている。
・表に　キジヒコが戻った気配がした。タヌキは　小声で　急いで付け加える----十日余り後には　おそらくムジナとナガミミの間でが起こる。だから　これで最後だ。だが　もし　この先　窮することがあった時は　「迷わず　来るべし」 自分が　なんとでもしてやる　と。ウサクは　黙ってうなずいた。そして　急いでヒスイを皮袋に入れた。
・オオオサヒト、ウノスクネ、それに　主だった者三人が　炉を囲んでいる。みな　疲れ　倦んだ顔をしている。ムジナに対し　いかな態度で　臨むべきか----議論は　先ほどから　同じ内容の応酬で　空回りしている。
・――すぐにでも　で叩き潰すべき。
・――つぶせば　ミツギは取れない。それに　双方に大きな犠牲がでる。まして　ヤマに篭られたら　我らに勝ち目があるか？
・――イクサをするにしろ　米の収穫が　済んでからだ。今年の収穫がなかったら　なんとする？　ミツギどころの問題ではない。
・――日にちがありすぎる。その間に　ムジナたちは　結束を固め　イクサの準備が晋む。すぐ撃ってでるべし。
・――我らのツワモノは　いかほどだ？
・――というところだ。
・――ムジナは？
・――ヤマのムジナらが　結束すると　我らの　みたびまし（三度増＝三倍）になる　か--。
・――だが　装具・武器がちがう。我らのツハモノの半分は　の　半分は皮のヨロイで　守っている。弓の他に　の　、、もある。ムジナにあるは　石のヤリ、石の　弓矢と石だ。ミタビマシでも　我らに有利だ。
・――いや　石のツブテもばかにならん。まして　ヤマの上からなら　なおさらだ。
・――とにかく　米の収穫までは　堅く守るしかない。
・ある者は　天井を睨み　ある者は　炉の灰を掻き混ぜ　オオオサヒトは腕を組んで　目をつむっている。部屋の中には　炎のはぜる音だけが　漂っている。
・――　あるのみ。
・オオオサヒトの決断に　他の者が注目する。
・――ただちに　撃って出るのが　良しか、悪しか、　カミのウラ（心）を伺うに　。
・卜占の決定権は　にある。に　異論のあろうはずもなく　明日　カミヤシロで　行われることとなった。
・つぎの朝　では　卜占の準備が　進んでいた。卜占は　いにしゑ（古）から　が　取り仕切ってきた。新しいカミ（神）を迎えた以上　による　新方式にかえるべきだ　という意見が　でたが、オオオサヒトの決定で　従来どうりのやり方を採ることとなった。
・そのころ　キジヒコは　倉庫で　の用意をしていた。少し前に　ウサクが来て　言った。もう　自分はヤマへは行かぬ。ついては　後三日分の　ヌカとスを　ムジナに届けてくれ　と。「行かぬ？」「　既にみぬ」その時　笑って応えたウサクの胸に光り輝くものを見た。それは　キジヒコの一度も見たことのないものだった。その鮮やかな翠の輝きが　キジヒコのこころを　掻き乱している。なぜ、すぐに「そは　なん（何）ぞ？」と糺さなかったのか　悔やんでいる。「　さにあらず」　訊けなかったのだ　と自問する。　なぜなら　答えを　ウサクの口から　聞きたくなかったから。それに　ウサクと　出かけることができるのは　なんといっても　喜びだった。そのしあわせも　恐らく　再びやってはこない　だろう。
・悶々とする胸を抱えたまま　キジヒコは出発した。荷を負って　山道を辿る　キジヒコの表情は　けわしい。腹の中に　ふつふつと沸いてくる　何かが　怒りに変わる。道の半ばまで来たとき　「うおー！」叫んで　脇の石に　どっかと　腰を下ろす。　あちこちのヤマのたちが　叫びを　打ち返してくる。汗を拭き　キジヒコは　呼吸を整える。息が落ち着いてくると　そうだ、あそこにあると　キジヒコは思い出した。立ち上がると　道を反れ　藪に分け入る。少し進むと　の木が群生している。近づいて見ると　小さな実を　つけ始めたところだった。荷を降ろし　実を集め　石で叩き潰す。たちまち　ハジカミ独特の香りが　あたりにただよう。大量に潰したので　爽やかというより　むせかえってしまった。の葉を丸めて　出た汁を掬い取り　の甕へ流し込む。そして　よく掻き混ぜた。やがて　ふたたび荷を負って　ムジナのムラへと向かった。怒りが　半減したかのように　足取りも軽くなった。
・キジヒコが　ムジナのムラに着いたころ　ナガミミのカミヤシロ前で　素焼きのをつけたカミコが　灰の中から　シカの大きな肩の骨を　拾い出した。果たして　すぐに　撃って出るか　どうか　---- しばらく　ためつすがめつ　していたが　やがて　集まった群衆にむかって　ご託宣を下した。
・「黒き鳥　顕れいず。待つべし」
・みな　頭を垂れ　畏れ入って聞たが　互いに顔を見合わせ　ただ首をひねるだけだった。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　登場人物一覧
・・・・・・・・・（五）


・の窓の外は　小雨もようだ。ウサクは　をはこぶ手を休め　にはいったかと　ぼんやり眺めている。降っているかと思うと　ときおり　さーっと　光りのが靡き　大気が輝く。見飽きない光景だ。ここしばらく　いろいろなことがあって　本来の仕事の　機織りが　ついつい後まわしに　なっていた。部屋では　ほかに三人　機を織っている。きょうは　朝から　機織りなので　ウサクも　ほかのをんなたちと　同じをしている。
・「ものや　思う？」放心しているウサクに　耳もとで　声をかけた者がある。驚いて　声の方をみると　ウカシのの目が　笑っている。ウカシとそのツマは　スクネが　オオキミのクニから　連れてきた者たちだ。という　新しい技法を　伝授するため　スクネが頼み込んで　同行した。耳聡いをんなたちが　「なんぞ　なんぞ」「たれを　思うや？」と　食いついてくる。「　思わず」と　ウサクは　あわてて　否定する。 ツマは　ほろほろと笑って　ちかごろ　西の方では　新しい型の歌が　はやってきていると　と　歌った。 

・に　恋いつつをれば　の　そも知るごとく　止まず降りつつ（注） 

・をんなたちが　嬌声をあげる。たれ、誰？　白状してしまいな　と囃し立てる。
・「知らず」ウサクは　立ち上がると　外へ向かった。背中へ　をんなたちの　笑い声が飛んでくる。あてもなく　集落のはづれへ　歩をすすめながら　思った----アカグモのツマとタヌキの傷は　無事に癒えただろうか。ムジナのムラへ　行かなくなって　

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o \ad(\s \up 19(並),な)べて。　空しさが　つのっていく気が　する。霧のような雨は　暖かい。胸のヒスイを　うす曇の空に翳す。覗きこんでいると　あたたかな　青緑の海に　ひたっているような　気がしてくる。-----
・突然　激しい鐘の響きが　ウサクを　に引き戻す。見ると　の見張りが　大声で　叫んでいる。あちこちから　飛び出したヒトが　タカミへ　駆けていく。ウサクも　駆け出していた。
・――が　来るぞ！
・タカミの上で　ツワモノが叫んでいる。タカミに着いたウサクは　急いで　を　あがる。はるかむこうの　峠につづく道を　下ってくる一団がある。槍・矛を立て　馬に乗っているものも　数人いるようだ。たしかに　と　見える。こちらのツワモノたちは　急いで　を　閉じ　に並ぶと　弓を構えた。とやこうやと　するうちに　田畑に出ていた者たちも　鐘を聞いて　次々に帰り　集落の中は　騒然となった。
・やがて　イクサが　さらに近づき　十名ほどであることが　わかると　緊張が和らいだ。オオキモンで止まったイクサに　ヤグラの上から　キジヒコが　問い糺す。イクサのは　
・「の使い　なり。ウノスクネに　ものもうす（納言）べし」
・と言う。オオキモンを開け　イクサを招き入れると　キジヒコは　カシラの前に　たちはだかった。ヤタカラスは　頭の上から　踝まで　全身をの羽で被っている。まさに　真っ黒なカラス　そのものだ。キジヒコは　ヤタカラスを待たせ　近くの者に　スクネに伝えるよう　言いつけた。ほどなく　知らせをうけたスクネが　駆けつけ　へと　招いた。
・案内の途中　スクネは　ヤタカラスについて　急いで　思い返した。風に聞いた噂や　オオキミのクニで見聞きしたこと　などだ。オオキミがクマノという所で　進退きわまったとき　ヤタカラスが現れ　その先導で　活路を開いた。おかげで　その後　西の国々を平定することができた。どうやら　ヤタカラスには　の力が　あるらしい。の不思議な力なくして　おそらく平定は　なかっただろう　----　記憶を辿ると　そんな　話しだった。
・ヤグラに登ったウサクは　しばらく様子を　見ていたが　すぐにの自室へ駆けた。部屋に入ると　髪をに直し　急いで着替える。さらに　皮のと　弓矢を負い　腰には　短いも結わえた。遠目には　をとめ（乙女）とは知れぬ　立派な若武者だ。支度が済むと　オオキモンへと　急ぐ。ちょうど　スクネがヤタカラスに　挨拶を終え　笑いあっているところだった。気抜けがして　立ち尽くしたウサクの前を　一行が通りかかる。そのとき　ウサクは　ヤタカラスの歩き方が　気になった。足がほとんど　動いていない。まるで　氷の上を滑るかのように　すーっと進む。ウサクは　つい見とれる。そして　ウサクとヤタカラスの目が合った。ヤタカラスは　ちらっとウサクを見て　過ぎようとしたが　すぐに視線を戻した。そして　じっと深く見つめた。それは　のたれも気づかぬほど　ほんの　の　できごとだったが、　ウサクに　強い衝撃を与えた。たま志ひ（魂）を　吸い取られた--そんな感じだった。ぼうぜんとするウサクの脇で　「黒き鳥　----　のことなりや？」　キジヒコが　ひとりごちた。
・の部屋に通ったヤタカラスの前に　スクネはじめ　数名の主だった者たちが　畏まる。オオキミののが　ここからの所に　している。そこより西は　ほぼすべて平定した。ついては　ひとつきの後に　オオキミがされる。それまでに　ここら一帯の統治を終え　さらに　を　建てるべし。ヤタカラスは　言い渡した。
・その　では　盛大なが　開かれた。先ほどまでの　で　スクネたちは　ムラムラの対応に　苦慮していること、ひとつきでの　統治は不可能なことを　必死に訴えた。それに対し　ヤタカラスは　オオキミのイクサを　急いでこちらに　送ることを　約束した。ツワモノは　およそ、それで　一気に片がつくだろう　と。スクネたちの愁眉は　開いた。酔いが廻って　歌いだすもの　踊りだすものが　あらわれ　座は賑やかになる。
・「さきに　けやけきもの　見し。は何ぞ？」
・騒音の中　ヤタカラスがスクネに問う。「--？」要領を得ないスクネは　何度か　訊き直した。麗しい若者だと　ヤタカラスは言う。そこで　キジヒコが呼び出された。が、　ヤタカラスは　違うと言う。首を捻ったスクネは　「まさか--　！」と　自分でウサクを迎えに行った。女たちに手伝わせ　急いで色鮮やかなを着せ　を　させる。ウサクは　「また　衣替へか！」と　文句を言い続ける。ウサクを　引き連れたスクネは「よもや　この者では？」と、　常はので　困っている　など言い訳を繰り返す。
・が、　ヤタカラスは　全く耳を貸さず　
・「思ひのとほり　をとめ　なりや」
・ウサクを見つめた。またも　ウサクは　その瞳の奥深く　吸い込まれていく ---- 。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　登場人物一覧
・・・・・・・・・（六）


・ヤマは　あわただしい。ヒスイのムラのような　小さなムラは　全員がへ　非難してくる、　比較的大きなムラでは　北の方に逃げ　戦える者だけが残って　ホラアナにたてこもる　-- など 対応はいろいろで　準備で　ごったがえしていた。
・きょうも　あまりが　大きな荷を負い　の道のりを　やってきた。タヌキは　とにかく　忙殺されていた。ヒトが増えるのは　うれしい。サクつくりも　以前とは　くらべるべくもないほど　早く進んでいる。それに　なんといっても　こころ強い。が、　面倒や問題も　日に　両の手では　数えきれないほど　つぎつぎと起き　持ち込まれる。ここなん日か　いつ寝たのか　思い出せないほどだ。西からの知らせでは　オオキミのイクサは　の　ところに　たむろ（屯）し　動いていない　という。その数　あまり。留まっているのは　疲れをいやすためもあるが　どうやら　（食物）の調達に　てこずっているらしい。
・なんにちかぶりに　タヌキは　とムラの家へ帰った。しばらく　オオキミのイクサは　動けないだろうと　判断したからだ。は　の干し肉とを器に入れ　炉の火の中へ　尖った底を押し込む。食欲をそそる匂がたち始めたころ　タヌキの上体は　左右にゆれ始め　そのまま倒れこんで　深い眠りに陥った。
・目覚めたとき　もう陽は山の端に　かかっていた。イロハ、オトと　ジを摂っていると　オサがやってきた。帰っていると聞いたので　来たと言う。ヤマの進み具合や状況を報告し　相談を終えると　オサは　「どうせ　すぐわかることだから　話しておく」と　眉を寄せた。まえに　子どものけんかがあった。他愛も無いけんかだったが　騒ぎに　双方の母親がでてきて　親同士の口争いに　なってしまった。もちろん　周りの者たちは　なだめたが　とくに興奮したイナゴのツマが　トチのツマの髪をつかみ　ひき倒した。そこで　トチのツマが　怒りを爆発させ　口走った。「アカグモらの家に火をつけたは　イナゴなり！　は知る！」
・そこで　オサは苦りきった顔で　一息いれた。そのとき　イナゴは　ヤマのサクつくりに出ていたのだが　二人を遣って　連れてこさせた。そしてオサが　事情を聞き　取り調べた。分かったことは　イナゴは　ナガミミの若者に　「夜の狩りに　不慣れだから　手伝ってほしい」と　頼まれ　手引きした。礼として　二抱えのなどを　貰った　という。
・「に　めたり」
・ほかに　部屋もないので　小さな洞穴に　捕らえて置いてある。イナゴは　飽くまで「狩り」の　手伝いをしただけで　それ以上の事は　していない、まさか家に火をかけるとは　思わなかった　と言っている。火をつけたのは　ナガミミで　自分は関係ない　と。あした　この事件の対応を　主だった者たちで　することになっている。ひとつには　「イナゴの罪をいかほどとするか」　もうひとつは　「イナゴをとして　ナガミミに　火付け人の引渡しを　要求するか」　その相談だ。タヌキの出席を認めるので　考えを申してみないかと　オサは誘った。やはりと　タヌキは思う。火付けは　ナガミミだった。だが　なにが　ナガミミを　そんな気に　させたのか。それが知りたい。に加われば　もっと　くわしい事情が知れるに　ちがいない。が、ヤマは　急がれる。その上　なにが起こるか　常に気が抜けない。参加したいが　の無い状況を　説明する。オサは　うなずいて　得心すると　帰った。
・その夜　タヌキは　なんども寝返りをうった。オサに　話そうかと思ったが　思いとどまった事がある。それが　思いだされ　うつうつとしている。キジヒコが　最後にヌカを届けた日　ヤマからもどったタヌキは　ヌカを捏ね　まずアカグモのツマの背中に　塗った。黒い皮膚が　木の皮のように　浮き上がり　きょうあすにも　はがれようとしている。が、すべて塗り終わらぬさきに　「ぎゃー！！」　突然　ツマが叫んだ。そして　床を　のたうちまわった。「痛し！痛し！」と　涙・鼻水　涎を垂れ流している。慌てたタヌキは　近くの甕を抱えると　ツマの頭から水を浴びせた。哭き叫ぶツマの背を　水で洗い　しばらくすると　ツマも落ち着いてきた。黒い皮膚は　水の勢いで　ほとんど離れ落ち　きれいな新しい肌が現れた。が、その肌は　真っ赤になっている。のちに　このときの事を聞くと　「の栗のイガを　突き立てられたような　痛み」だったという。ツマが全く落ち着いて　タヌキはヌカとスの匂いを嗅いでみた。いつもと同じに　思われる。指先にちよっとつけ　どちらも　舐めてみる。すると　スが舌を刺した。はじめ　針を刺すようで　すぐにしびれてきた。タヌキは　ツマに　このことは　たれにも言わないでくれと　頼んだ。いずれ　真相をさぐる機会もある。　いまは余計なさわぎを　拡げないほうが　いいと思った。幸い　ツマもタヌキも　もう手当てする必要も　なさそうだ。だから　さきほど　オサにも話さなかった。
・ヤタカラスは　迅速に行動していた。スクネたちに　ムラの周辺をあない（文案＝案内）させ　の野営地　の建設地を　選び出し　早急にとりかかるよう　指示した。そして　早く　「の内に　イクサを送る」と言い残すと　突然去って行った。
・けさ　まだ暗いうち　ウサクはムラを出て　野の道を急いでいた。の遅く　忍んでウサクをうた者が　ある。ヤタカラスの従者だと言う。日の出に　カリノミヤ選定のオカまで　たれにも　かに　来てほしい　と伝えた。　なんの事だか　わからない。が、ヤタカラスのことばなら　従ってみるしかない。オカに立ったころ　の空が　明るくなってきたが、周囲は　まだ夜の名残が沈んでいる。鳥たちが　あちこちで鳴きはじめる。どれくらい待っただろうか　----
・「待ちいただくは　

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o \ad(\s \up 15(忝),な)し」
・ウサクは　声の方向を探す。まだほの暗く　どこから声が届いたのか　すぐにはつかめない。視線を　さまよわせていると　のぼったばかりの陽の光りを受け　大きな鳥が顕れた。真正面から光りを受け　陽のように輝いている。ヤタカラスだ。地面から　浮いている。滑るように　静かにちかづいて来ると　ヤタカラスは　両の腕を組むように　袖に入れ　ふかぶかと　を垂れる。
・「かく　まみえるは　畏れ多し」
・と　さらに地に伏した。ウサクは　ただ驚いて　言葉も無く　見守るだけだ。立ち上がったヤタカラスから　告げられた言葉は　気を失くす内容だった。ウサクは　オオキミのとなる　けやけきをとめである。そして　やがてとなり　つぎのつぎのの　になられるだろう。いまひとたび　その場所に立つとき　ウサクはオオキミから　求婚される　と。
・ウサクは　ヤタカラスが消えたあと　長い間ぼうぜんとしていた。　たま志ひ（魂）を　抜かれ　ふらふらと　ムラに帰り着くと　みなが寄って来た。朝から　心配して　探していたのだと言う。そして　ヤタカラスは　既に　風のように去っていた。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧
・・・・・・・・・（七）


・夜のホラアナ（洞穴）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん

・満天の星・・・・深い森に ・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・オオツツミ（太鼓）が響く・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・│
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・/・ ん

・流れ星が落ちた
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・│
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・/・ん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・下の　開けた場所で　火焔が　生き物のごとく　バチバチうねっている。　作業あがりに　二三の者が　太い倒木を　担ってきた。中がなので　が作れそうだと　石刃で加工していたが　うまくできたようだ。代わる代わる叩いて　笑い騒いでいる。ムジナは　作業が済むと　ムラへ帰るが　タヌキと何人かは　夜になっても　やらなければならない事が　多くあり　ほとんど　ホラアナに泊まる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・大きな火焔の周りを　オオツツミに合わせて　何人もが　勝手な身振り手振りで　踊っている。に立て篭もることを　決心したムラからは　おんなたちも来た。それどころか　わずかだが　幼児・赤子さえいて　踊りの輪に　混ざっている。きつい労働を終え　ようやく　ひとひの休息の時がきて　みなくつろいでいた。「サルの皮を張るといいぞ。音が大きくなる」「こんど　も　つくろう」と言ったのは　グズリヤマの男たちだらは　楽器つくりに　長けている。「それも良し」とタヌキは思う。このイクサは　永くなるやも　知れぬ。緊張ばかりでは　身がもたない。そんな時は　唄い踊るのが一番だ。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・│
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・/・ん

・「ナガミミに　火付け人の引渡しを要求する」と決まった。それを　今朝ムラの者から　タヌキは聞いた。もうひとつある。「ナガミミの動きが　にわかに　あわただしい」と言う。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・「こらー！　イモリ、またか！」大きな声がした。ひとりの若者が　踊りの輪を抜け　身を屈めて　暗闇に紛れ込もうとしていた。突然呼ばれたので　ぎくっと体を起こしたが　振り返ると　白い歯をみせた。片手を挙げ　にやっとすると　すぐに闇に消える。消えた背中へ　哄笑と励まし　ひやかしが投げつけられる。後には　みなの　笑い声が湧き上がる。タヌキも笑ったが　こころにウサクが浮かんだ。最後に会ってから　もう　以上経った。「つつが（恙）な（莫）しや --　」もしかして　の練習に　明け暮れているのか　--　いつの日か　互いに向き合って　弓を引くことに　なるのか　----　。タヌキは　星空を見上げ　口を堅く結んだ。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドこ

・「にも　打たせ」タヌキは　棒を取る。叩きだすと　だんだん力がこもってくる。なにか 悔しい、悲しい、憎い、 ----　ますます力が入る。そして ---- 恋しい。額に汗を浮かべ　叩き続ける。

・・・・ドん

・・・・ドこ

・・・・ド
・・・・ド
・・・・│
・・・・ん

・・・・ドん
・・・・ドこ
・・・・ドこ
・・・・ドこ

・ヤタカラスが去って　目に　早くも　先遣隊のが　遣ってきた。オカでは　の建設が　進んでいる。ムラ人を狩り出し　明けのから　宵のアカホシまで　音の絶えることは無い。そのオカの麓に　先遣隊の野営地がはられた。
・ウサクは　ヤタカラスに会ってから　ほとんど篭りきりだった。なにも手につかない。ただ　呆けたように　外の景色を見ている。周囲の者たちが　あまりの変わりように　心配し　狼狽したが　なにを言っても　反応がない。為す術がなく　お手上げ状態になっている。スクネも　何度か　様子見に来て　いろいろ声をかけたが　やはり　投げてしまった。ウサクは　きっとスクネのほうから　ヤタカラスの言葉を　言い出すだろうと　思っていた。が、スクネに　その気配は　全く無い。どうやら　ヤタカラスは　スクネには　何も告げて無いようだ。< なにゆえ？ >　ふつうなら　スクネに話して　喜ばすと　思われるのだが　--　。おそらくスクネは　狂気乱舞するだろう。< が　己で決めろ、ということか？-- >　それとも　<ただのだった-- ？>
・気がつくと　外は暗くなっていた。を持って来たおみな（女）が 「寒くなってきた」と　窓板を下ろそうとしたが　ウサクは断った。窓から　夜風が入ってくる。どうやら　ツキが間もなく出そうだ。の空が　明るい。おみなが　四五日まえから　アヤシの音が聞こえると言う。夜になると　ヤマのほうから　キものの　歩くような音が　聞こえる。ムラの者でも　聞こえるという者もあれば　なにも聞こえないと　言うものもあり、　アシキたま志ひ（魂）が　出たのだとか　ムジナがイクサのを　あげる声だとか　噂している。ウサクは　耳に気をあつめる。目をつむると　風が語りかけてくる。
・・・・ドん

・・・・・ドこ

・・・・ド
・・・ド
・・・・│
・・・・・・ん

・・・ドん
・・・・・ドこ
・・・・・ドこ
・・・・・ドこ

・ただの空耳かと思うほど　幽かな風の鼓動だ。< たれかが　話しかけてる　--　>ウサクは　直感した。< タヌキ？　>



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　登場人物一覧
・・・・・・・・・（八）


・オオキミのがナガミミのムラに着いた。ヤタカラスが去って目のことだ。は　オオキミの御子　で　その数。さっそく　ムラの柵とヤマの間に　野営地がはられ　ムラとヤマは　の壁で　しきられた。
・スクネのを　ミコの居所として明けわたすことになり　スクネ一家は　急遽つくられた小さなへ　うつった。一家にとって　環境の急変だったが、なによりも　ウサクの生活を　大きくかえた。ひと間に五人の生活は　否応なく　ウサクを外へおし出した。もすると　前よりもツワモノらしくなった。弓をと同じ　引きの強いものにかえ　稽古にはげんだ。また　と組み合い　

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o \ad(\s \up 15(較),クラベ)に　汗をながした。そればかりか　炉の炭で眉を太く濃くし　顔にはイレズミのように　たけだけしい線をかいた。十五のをとめは　いなくなったが　ただひとつ　変わらないことがあった。夜　ひとりきりで　ヤマの声に耳をすます表情は　やはりをとめだった。
・とスクネのは続いていた。意見が一致したのは　「まず　ムジナのムラを陥す」こと。ムジナを芯として　ホラアナに　の　があつまっている。そこが落ちれば　ほかのムラも戦意をなくし　瓦解する。ただし　に勝ったにしろ　みな逃げちって　ムラが消えてしまっては　意味がない。戦わずして　戦意喪失させることができれば　一番いいのだが　----　考えあぐんでいると　が　提案した。
・---- 

 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o \ad(\s \up 15(御子),ミコ)のは　いかがや？
・ミコトの兄が　半年ほど前　オサカ（忍坂）のを　攻めた。手ごわい相手だったので　あるハカリゴトをして　敵を滅ぼした。ツギノイクサノツカサは　その詳細を語り　さらに　そのときのになぞらえ　うたった。 

・おくなる洞に　ムジナの穴に 
・ひと　に　来入りり 
・ひと　に　入りりとも 
・　　-　-　-　-　-　-　-　 
・みつみつし　の子らが 
・い　石い　ち　 
　　たば　らし　（＊）
・・・・・・・・・・・・・ 　　（注）頭椎い、石椎い---太刀の種類

・「　さなり」
・思い出したミコトは　手をうって　よろこび　笑った。それで決定だ。「に倣うべし」
・翌日　ムジナの主だったムラに　使いが走った　--　ののち　ミコトがをもうけ　馳走する、　参集されたい　と。そして　ミコトは　の進み具合がみたいと　言った。「りの　すくなし」　急な決定だったので　ヤカタ周辺は　ばたばたあわただしくなる。すぐに　ウサクの耳にも　届いた。ウサクは　とつぜんウマを引き出すと　「白き見し。　捕らえん」と　飛び乗り、が　あっけにとられている間に　柵の外へ　駆け出した。

・ウサクが　オカで　ヤタカラスに会っていた頃、キジヒコも　ウサクを捜し　ムラの周囲を走り廻った。が、途中で　「もしや」と方向を代え　ムジナのムラへ向かった。ウサクが　己で向かったか、あるいは　拉致されたか　わからぬが、ないことでは無い　と思えた。ムラに近くなると　キジヒコは　茂みに潜りこむ。身を潜めたまま　ヒュー・ヒョイヒョイ　と　鳥をまねて　口笛を吹く。イナゴに聞こえれば　同じように　ヒョイヒョイ　とかえって来るはずだ。それが　キジヒコとイナゴの　合図だった。しばらく待っても　返しがない。また　啼いてみる。三四度こころみたが、反応はなかった。ムラは　ほとんど静まり返っている。ヤマのサク作りなどに　ムラひとが狩り出されていることを　思い出した。キジヒコは　慎重に　ムラの中へ入ると　陰から陰へ　順に探った。やはり　老人と幼児ぐらいしか　残っていない。ひととうり調べたが　ウサクの気配はない。「上のか　-- 」とも思うが　ひとりで　これ以上は　さすがに　危険だ。
・「キジヒコではないか！？」身を屈め　忍び足で行くキジヒコを　呼ぶ声があった。驚いて　振り返ると　崖の窪みの　奥まった茂みに　ひらひらするものがある。「イナゴなり」と言う。近づくと　丸太でふさがれたアナの中から　イナゴが手招きして　呼んでいる。見つかって　捕らえられた、助けろ　と訴えた。キジヒコは　狼狽した。とっさには　どうすべきか　わからない。イナゴは「見つかってしまったが　のことは　話してない」　さらに「助けなければ　すべて話す。いいか！」と居丈高に脅した。丸太は　皮の紐で　しっかり結わえられている。手指ではいかんともならず　でも　そうとう時間をかけなければ　切れそうにない。キジヒコが躊躇していると　「イモを盗む手引きをしたことも　みな話すぞ。いいか！」と　あせりを露に　キジヒコを攻め立てる。キジヒコは　腰のを抜くと　皮紐に一撃をくれた。鈍く重い音がして　すこし傷が入った。さらに　いくたびか　打ち下ろす。
・茨の棘に傷つきながら　ふたりは先を急いだ。まったく　キジヒコにすれば　思いもかけない　展開だ。無言のまま　イナゴの後を追って　かなりの道のりを　駆けた。やがて川まで　たどりついて　ようやく大きな石に腰を下ろした。息が落ち着いてきて　キジヒコが訊いた。「これより　いかな（為）すや？」「はろばろ　逃げるのみ」　ムラにもどれば　軽くても石子積めの刑だ。夜になったら　一度戻って　家族を連れだし　あとは　ひたすら遠くへ　逃げるしかない。だから「レがことも　にならず」　安心しろと　イナゴは言った。「川むかいに　ホラ（洞）のあり。まずは　それに行くがよし」と　キジヒコは　道を教える。川には　丸木の一本橋がかかっている。高さは　わずかだが　流れは激しい。いままでに　いくたびか　カモシカやクマでさえ　転落して流された話しを　聞いている。
・立ち上がると　イナゴが丸木に足をかけた。続いて　キジヒコも　ゆっくり渡りはじめる。足の下で　急流が音をたてて　うねっている。をあつめ　ふだんより嵩が増している。さすがに　恐怖がわいてくる。「は　ここより戻りなん」キジヒコが　別れを言った。そして　顔だけ振り返ったイナゴに　「これを持ち　行くべし」と　弓とを　差し出した。「ありがたし」イナゴは　手を伸ばし　つかんだ。そのとき　キジヒコは　強く引いた。イナゴは　ひっぱられて　平衡を失った。両腕を広げ　「おーっつ！」と姿勢を保とうとする。キジヒコは　弓でその上体を　叩いた。イナゴは　それ以上持ちこたえられない。「あー！！」と　横向きに　流れへ転落した。落ちたイナゴは　おどるがごとく　腕をふりまわしていたが　浮き沈みしながら　すぐに遠のき　消えた。
・帰りのみちを急ぎ　キジヒコは思った。これで　自分とムジナの関係が　ることはない。とりあえず　安心だ。あとは　タヌキさえいなくなれば --- 、そうなれば　ウサクの関心を　己に引きつけることが　できる。そして　キジヒコは　はじめて気づいた。このままでは　遠からぬうちに　ウサクを憎むようになる、と。己のこころに　それは芽吹きはじめている。体の奥から伝わる嫌悪に　身震いした。それだけは　考えたくない。だが　うつつには　ウサクの胸に　翠の光沢をみるたび　苛立ちと憎しみが　からみあって　わきあがる。
・ムラへ帰ると　ウサクは戻っていた。部屋にこもり　たれとも　口をきかないという。キジヒコが　ようやくウサクを見かけたのは　目だった。が、そのに　おどろかされた。見慣れているキジヒコさえ　見たえた。黒々とした太い眉　たけだけしい顔の模様　-- どう見ても　おそろしげなツワモノだ。あたかも　「をんなであることを　止める」と　言いきっているかに見える。そして　それまでより　さらに　活発になった。
・ウサクが ウマで　駆け出した。キジヒコは　のところへ走り　訳を訊いた。
・「白き　とな？」
・ウサクの警護は　キジヒコのつとめだ。だが　貴重なウマを使うことは　許されていない。に走りながら　キジヒコは　ウマの使用をオサに申し出てみよう　と考えた。キジヒコが　モンの外へ出て見ると　ウサクは　もう遠くの森に　入るところだった。追いつけるか　わからないが　行ってみるしかない。キジヒコは　すべての力で　走り出した。
・は　のオカへ出発した。華麗な一行の警護は　ツワモノが。じつは　ミコトには　別の思いがあった。オカの少し向こうに　があるという。ウミは小さいが　梅・桃・シロキホノオ（水芭蕉）の花盛りで　それは麗しい光景だ　と聞いた。日々見聞きするものといえば　殺伐としたものばかりで　疲れていた。ぜひとも　そのと　花々を見たい　というのが本音だった。幸い　の切れ間で　遠出日和だ。したがって　ミコトの機嫌は　よかった。
・ところが　もうオカに着くというところで　変事が起きた。ミコトのウマの前に　藪から飛び出したものがある。
・「みて　モノもうすなり」
・と　地に伏した。
・現れたのはウサクだ。たちまち　ツワモノどもに　取り押さえられた。殺気立ったツワモノは　ツルギを抜き　早くも　首をはねんとした。
・「待つべし」
・馬上のは　手をかざし　ツワモノを止めた。
・「ナレは　か？」
・ウサクは　そのとき　己が不覚を悟った。名を考えてなかったのだ。
・「ウ--、ウサ---」
・ウサクの舌が　もつれた。
・「ウサキ--- ウノスクネの　ウサキマロと　申しはべる」
・ウサクの背・胸に汗が噴出す。
・ミコトは「もうしたきことは　なんぞ」と　ウサクの発言を許し　捕縛している者たちに　解放するよう　命じた。ウサクは　ムジナどもとのイクサは　どちらにも多くの犠牲をだすこと、ムジナのムラのほとんどは消滅すること、勝ったとしても　ミツギを捕るのは不可能なこと、そして　永く末代まで恨みを残すこと　を必死で訴えた。「なれば　イクサをなさぬことこそ　のなり」
・ミコトは　黙って聞いていた。
・「ふこと　なり」
・少し間があって
・「聞きおく。　-- さらに--」
・と　付け足した。に　案内しろと言う。
・オカでは　ミヤの建設地の（地固め）が　完了したところだった。一通り見て　ミコトはすぐに　ウミへ向かった。なので　ウサクが　先頭に立った。ウミは　春の光りに　輝いていた。水面に光りの粒子が踊り　渡る風は　花の香りだ。「天つクニのごとし」と　ミコトは上機嫌だ。クマ皮の敷物が用意され　酒・肴が並ぶ。ミコトや主だった者の　ウタゲが始まると　ウサクは　ムレを離れた。おかしなことになったと　思ったが　目的は達した。それに　いまのところ無事でいる。
・ウタゲが始まって　待つことに退屈しかけたころ
・「ウサキー！」
・と　叫ぶ声があった。ミコトの声のようだ。ウサクは　自分が呼ばれたとは思わなかった。いきなり　駆けてきたツワモノに腕をつかまれ　引っ張られる。なにごとか？----ウサクは　ミコトの前へ　ひきづり出された。
・「、ウサキ-- とか　申したな。飲むがよし」
・ウサクの前に　カワラケが置かれ　ツギノイクサノツカサが　酒をつぐ。ウサクは　窮した。酒を飲んだことはあるが　みなが言うように　「うまし」と思ったことはない。それどころか　胸が早く打ち　息が苦しくなる。じっと杯を見つめていると　「いかがした？」「よもや　ウのツワモノは　酒も飲めぬ？」「の勢いは　いずこ？」「畏れいるツワモノなり」など　罵声が飛び　どっと嘲笑が沸き起こる。ウサクは　堅く口を結んで　頭を上げた。ミコトの頭上の空に　動くものがある。だ。ウサクは立ち上がった。
・「アレを射て　奉らん」と　ウサクはトビを指す。全員が　立ち上がった。「し」「（百メートル強）あまりなり」「な　申しそ」一斉に　非難の声があがる。座の気分が　すっかり変わった。ウサクは　トビを見つめる。はるかに遠い。自信はない。だが　やるしかない ---- 。
・矢をつがえると　息を整える。間をおくと　かえって仕損じる。トビから　目をはなさず　一気にひきしぼる。ツルがきしきしと鳴る。<当てたまえ> 念じたとき　背になにかを感じた。<たれか居る> ヤタカラスだと　直感した。<恐るること莫し> 声がきこえた。ヒョウー　矢は放たれた。みなの目が　後を追う。矢は　中空に見えなくなった。そして　トビが不自然にもがいた。次の瞬間に　落下しはじめる。
・うおー
・ウサクは　後ろをふりかえった。たれもいない。「し技かな」ミコトは手を打った。他の者も　大きく打つ。ウサクは　深く頭を下げ　無言でその場を去った。
・ムラへ帰ると　ウサクは　スクネとムラヒトに宣言した。
・「いまより　はをんなにあらず。ウサキマロなり」



・・・・・・・・・

　　　　　　　　　やまと・黎明の恋（下）につづく


・わぎせこ（吾背子）に・・・（万葉・巻十1933・作者不詳）
・・・・・・・・出展：万葉集（河出書房：日本文学全集１）
・おくなる　ほらに・・・・の元歌
・・・・・・・・出展：古事記（河出書房：日本文学全集１）
.........................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)
(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）



「はっくつ文庫」トップへ








ここは文末です。

............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

